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　このことについて以下のように提案します。

１　福祉避難所設置等提案の理由

　平成23年3月11日の発災から2ヶ月になろうとしている。長期の避難所生活で身体的・精神的・社会的ダメージが受ける方々が次第にその数を増すことが容易に想像されます。この為，福祉避難所を適時に配置し彼らのダメージを最小限度に留め，自律的生活行為を維持出来るよう支援するものです。
２　現　状
　南三陸町の高齢化率は29.3%（H22.3）で県平均22.2%を超えている。また，家族介護の習慣が根強い地域では，多くの高齢者が家族と同居しているものと思われるが，そのような中にあっても，在宅一人暮らし高齢者は65歳以上高齢者の9.4%（490人）いる。さらに，知的障害者，精神障害者，妊娠中の方等々多くの特別に配慮を必要とする避難者がいる。このような方々が，長期の避難所生活を続ける中で，身体的・精神的あるいは社会的に対応能力が低下していくことは目に見えており，早期の対応が求められるところです。
３　提案内容

　このような現状に対して，以下のような対応策を提案するものです。大きく二つです。第一は拠点避難所毎に福祉避難所を1箇所設置する。第二は，仮設住宅に見守り機能を内包した長屋的仮設住宅（福祉仮設住宅）を設置する。

（１）福祉避難所設置

◇拠点避難所管理下にある一次避難所に加えて，福祉避難所を設置し，一次避難所生活の中で適応能力が低下してきた避難者については，福祉避難所に移り避難所生活を維持できるように支援する。福祉避難所利用者は，可能な限り世帯単位で移動するようにようにする。
◇福祉避難所は，利用者の事情等を勘案し，三タイプを想定した設置が必要と考えられます。
　タイプＡは，介護施設から戻って来た方の受入用福祉避難所です。要介護状態になって一時的に介護施設を利用した方で，その後安定してきたことから介護士からの退所を求められているものの，多少の不安が残るかた等が想定されます。また，反対に近い将来要介護状態になる可能性のある方等の利用も想定されます。タイプＡは旧特養柳風園が適当と考えられます。

　タイプＢは，単身又は老人二人世帯等介護者がいないか不在の世帯です。この場合は，ボランティア支援の機能を付加した設置が必要です。

　タイプＣは，大家族を想定したケースです。大家族が全員福祉避難所で生活することは費用区分上難しいことから，世帯を分ける必要が有ります。その際，福祉避難に近接する場所の一時避難所があることが必要です。このタイプは，福祉避難所歌津老人福祉センターと一時避難所平成の森のケースが該当します。
（２）長屋的仮設住宅（福祉仮設住宅）の設置

　仮設住宅は戸建ての世帯単位が基本になっています。この場合，家族の見守り機能が内包されていることから，特段問題にはならない。一方，単身世帯や老人二人世帯あるいは障害者を看ている単身保護者等は，戸建てになると見守り機能が発揮しにくくなり孤立化傾向が増してしまう。
　この為，一般仕様の仮設住宅とは別に単身者や二人世帯用の個室に共用スペース（セミパブリックスペース）を併設した長屋的仮設住宅の設置が必要です。現在言われているように，仮設住宅50棟に1箇所の集会所では，孤立化を防ぐことは難しいです。理由は，わざわざ集会所に来ないからです。
　参考としては，グループホームをイメージすればよろしいかと思います。
３　関連事項
（１）経済効果

　一般避難所に比して福祉避難所設置には雇用が発生します。この為，南三陸町内避難者の雇用機会を増やすことが出来ます。雇用機会の創出及び避難者の安全安心確保を同時に達成させる意味があります。
（２）仮設住宅での生活機能向上対策

　仮設住宅は，現時点では不便な場所に設置せざるを得ない状況にあります。このような中で食材の購入等日常生活を継続するための様々な消費行動には自家用車の所持など多くの条件が存在します。しかし，様々な条件をクリアできる現状に無いことから，仮設住宅を巡回する移動販売車（「きらきら」軽トラ隊）等のソフトを早急に立ち上げ，仮設住宅生活に不自由のない環境を整えることが必要です。その際，ネーミングライツを導入して様々な支援を受け条件整備を整えることも考えられます。
　また，単身世帯等の見守り支援が必要な方々に対する訪問相談を行う支援についても仮設と同時に立ち上げることが必要です。

　これらのことについては，厚労省やさわらか福祉財団の提案が参考になる。
